
 

 

住民参加型在宅福祉サービス団体
の取り組み          

 

 ～「地域に住むもう一人の家族になろう」を 

     合い言葉に～ 

 

          ＮＰＯ法人たすけあい平田 

      熊谷 美和子 
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資料４ 



今日の話 

 

１ 住民参加型在宅福祉サービスとは 

２ たすけあい平田の活動 

３ 事例 

４ 統計データ 

５ おわりに～住民参加のまちづくり 
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１ 住民参加型在宅福祉サービスとは 

制度の枠にとらわれず、住民同士がお互いさ
まの感覚で生活全体を支え合う活動 

地域住民がお互いに助け合い、支え合いな
がら活動することが特徴 

活動を継続させるために、多くが会員制と有
償性の仕組みをとっている。利用者も費用負
担があることで、必要なときに気兼ねなくサー
ビスを受けることができる。 
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住民参加型の仕組み 

団体 
（事務局） 

協力会員 
④サービス提供 

①依頼 

②訪問・ 
 コーディネート 

③連絡・ 
 調整 

⑤利用料 
⑥報酬 

利用会員 

4 



住民参加型在宅福祉サービス団体が 
実施しているサービス内容 
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住民参加型在宅福祉サービス団体数 

（平成23年12月現在／全国社会福祉協議会調べ） 

 運営主体は多様（住民互助型、社協型、生協型、農協型、ワ
ーカーズコレクティブ型など）                                         
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２ たすけあい平田の活動（住民互助型） 

（１）活動地域 

平成１７年３月２２日、２市４町の合併に
より誕生した島根県出雲市の中の旧平
田市のエリア 

 

   人口  約２８，０００人 

   高齢化率  ２８％ 
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（２）設立の経緯 

 ① 未知のまちに住んで 

    「困ったときはお互いさま」 

    「遠くの親戚より近くの他人」 

 ② 助け合い制度発足（平成４年１０月１日） 

     協力会員 サービスを提供する人 

     利用会員 サービスを利用する人 

     まごころ会員 組織と活動を支援する人 

 ③ 利用料 

     家事 ７８０円    身体 ９００円  
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（３）提供するサービス 

 

 買いもの 話し相手 掃除 洗濯 繕い物 

 調理 代筆 おつかい 各種手続き 散歩 

 食事介助 排泄介助 入浴 清拭 着替え 

 認知症の見守り 入院患者のお世話 

 簡単な庭木の剪定 簡単な大工仕事 

 電気器具や機械の点検、修理 移送サービス 

 家のかたづけ 犬の散歩など可能な限り対応 
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（４）たすけあい制度の活動風景 

話し相手 調理 草とり 
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大工仕事 片づけ 
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フェスティバル 

調理 
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遠足と交流会 
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（５）活動の発展と充実 

 

  一人ひとりは、できるときにできることを 

  多様な人たちの集団だから、お互いの得意 

  分野を生かして、思っていた以上の活動が 

  展開され、家事援助からターミナルケアまで 

  可能に。 
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① 「やってよかった」との思い 

・在宅から入院そしてターミナルまでの 

 トータルケアが可能 

 （公的サービスのみでは対応できない  

 ケースにきめ細やかな対応が可能） 

・電話一本即対応  

 民間ならではのフットワークの軽さ 
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② 仲間づくりと自己実現 

          そして組織の信頼へ 

 

・活動の中で利用会員から感謝され、なくてはな
らない人となり、一人ひとりの会員が喜びと共
に自己実現。思いを共有し、共に活動する仲間
の輪が広がった。 

・口コミでその楽しい体験が語られ、たすけあい
制度のよさが、市民や行政に認知されていった。 
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（６）活動の中から見えてきた問題を 

             自分たちの力で改善  

  ① 便利な介護服不足解消のため 

     「介護衣類のファッションショー」 
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② 介護現場でプロとしての力量を 

                  付けるため、学びの場づくり 

   

  島根県指定 ２級ヘルパー講習実施 
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③ 高齢者の介護予防や交流、会食の場づくり 

    

    「ミニサロン」の開始 
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④ 移動困難者の嘆きから 

 

   「介護タクシー」開始 

    平成１７年３月３日国土交通省許可取得 
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⑤ 独居、高齢者夫婦の孤独と不安解消のため 

   

  島根県との協働事業「まめなかコール」開始 
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⑥ 福祉有償運送協力者は認定講習受講義務
化という高いハードルが課された。それを
乗り越えるため 

    

  しまね移送サービス 

     支援センター設立し 

  

「国土交通省認定講習機関」の 

            指定取得 
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認定講習風景 
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介護移送サービスを実施して 

 

・電話一本即対応。当日の申し込みＯＫ      

・「タクシー並みに自由がきいてとても便利」                  

・安価で安心そして確実な移送に「ありがとう」 

 「たすかります」の声が 

・運転参加へ退職男性の関心が高まり、 

            活動参加者増 

・地区社会福祉協議会との協働に発展 
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（７）現在の事業 
 

① たすけあい制度       

② 居宅介護支援（ケアマネージャー）      

③ 訪問介護事業（ヘルパー）   

④ 介護予防訪問介護           

⑤ 居宅介護(障がい者サービス） 
⑥ 移送サービス 

⑦ まめなかコール 

⑧ 有償運送運転者認定講習 

⑨ 島根県指定２級ヘルパー研修 

⑩ 介護、生活支援相談 

⑪ 組織立ち上げ相談 
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（８）現 状 

 

  就労の場づくり、生き甲斐づくりに発展 

 

 

○主婦や退職男性の就労の場に 

      退職後の収入補填に役立っている。 

○活躍の場に 

      生き甲斐づくり、社会参加につながった。 
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３ 事例（男性） 
Ｙさん 自衛隊退職。今までは働きづくめ。退職後の人生は社

会のため、人のために。ボランタリーに組織を支え、研
修講師に 

Ｏさん 一流自動車会社エンジニア。アメリカで勤務。ボランテ
ィアは当たり前の感覚。機械、電気分野がお得意。各
種修理対応 

Ｋさん 製薬会社の総務担当。会計が得意。当法人の会計総
括。介護保険請求事務 

Ｈさん 退職後、奥さんの勧めでボランティアとして入会。現在
は、２級へルパーとなり、福祉有償運送運転者に。 

Ｎさん 病気で中途退職。病気回復後、研修を受け福祉有償
運転者に。「夫は今、いきいきと輝いています」と妻。 
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事例（女性） 

Ｈさん 地銀の本店勤務。親の介護で中途退職。ボランティア
として活動。資質を見込み事務局に。現在、ケアマネ資
格取り、組織の№２として活躍 

Ｏさん 地銀勤務後、子育てのため退職。一段落し、本格的に
仕事をしたいと２級ヘルパー取得。介護福祉士となり、
現在サービス提供責任者 

Ｍさん 自動車メーカー勤務後、子育てのため退職。ボランティ
アとして活動後、ケアマネージャーに。認定講習講師 

 

 当法人のケアマネは、ボランティア活動から力をつけ、全員一
発合格で、７人がケアマネ資格取得。事務局の中枢部を担って
いる。 
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４ 統計データ① （Ｈ２５年３月現在） 

（１）全職員（担い手）のうち、高齢者の占める割合 

 全職員  ６３人（１００％） 

 うち高齢者   ３４人（５４．０％）  

 

（２）給与（１か月分）に占める高齢者への給与 

 総給与       ２，６６２，２９９円（１００％） 

 うち高齢者給与    １，１６７，８３５円（４３．９％） 
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統計データ②  

 （Ｈ２４年度１か月における平均提供時間） 

（１）介護保険 

 訪問介護全体実績 ４６１時間（１００％） 

 うち高齢者による実績  １２１時間（２６．２％）  

 

 予防訪問介護全体実績  ４６時間（１００％） 

 うち高齢者による実績  ２１時間（４５．７％） 

 

 福祉移送全体実績 １４１時間（１００％） 

 うち高齢者による実績   ２１時間（１４．９％） 
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統計データ③  

 （Ｈ２４年度１か月における平均提供時間） 

（２）自立支援法 

 精神障害者全体実績 ８７時間（１００％） 

 うち高齢者による実績  ６０時間（６９．０％）  

 

 知的障害者全体実績 ３５時間（１００％） 

 うち高齢者による実績 ２１時間（６０．０％） 

 

 身体障害者全体実績 ４７時間（１００％） 

 うち高齢者による実績 ４６時間（９７．９％） 
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統計データ④  

 （Ｈ２４年度１か月における平均提供時間） 

（３）住民参加型活動 

 たすけあい全体実績    １９２時間（１００％） 

 うち高齢者による実績     １４９時間（７７．６％）  

 

 たすけあい移送全体実績  １０１時間（１００％） 

 うち高齢者による実績       ３４時間（３３．７％） 
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５ おわりに～住民参加のまちづくり 

 いつまでも住み慣れたまちで、我が家で安心
して暮らし続けられるように 

 

 「地域に住むもう一人の家族になろう」 

                   を合い言葉に 

       

 このまちで支え合って生きていこう。       
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